
 

「横浜市アマチュア無線非常通信協力会旭区支部規約」改訂 

2022-5-14  

支部長 伊藤弘之 

１． 規約改訂の背景 

①  YWK の役員の責務を円滑に遂行するためには、タイミングよく必要な情報

の伝達を行う必要があります。現代では、電子メールなどのネットワークを

利用した情報伝達手段が有効であり、通信コストも最小限に抑えることがで

きます。これに対し、郵便などの書面による情報伝達しかとれない場合は、

役員の責務遂行に支障が生じます。そのために、役員をされる方は、電子

メールを使用できることが望まれますが、現時点の規約にはそれに関する

記載がありません。それを明確に示すことが、本規約改訂の目的です。 

②  寄付金の振込口座開設時、郵便局から 1 点指摘事項がありました。「財産

管理の定めについて収入や会費の構成及び、会計の承認・報告が必要」と

のことです。これを規約で明文化することが目的です。 

 

２． 改訂内容 

 

①  第８条（役員の責務）の中に 「円滑な相互連絡が必要なため、役員は電

子メールの使用が出来ることが望まれる」の文言を追加。 

②  第５章に財産管理を加える。以下、章番号、条項番号は繰上げる。 

 

次ページ以降に改訂案を記載いたします。 



横浜市アマチュア無線非常通信協力会旭区支部規約 
 

第1章 総則 
第1条 (名称) 

横浜市アマチュア無線非常通信協力会旭区支部 (以下「支部」という) と称する。 
第2条 (事務所所在地) 

支部の事務所は、役員会の選択により、定める所におく。 
 

第2章 目的及び事業 
第3条 (目的) 

支部は、横浜市アマチュア無線非常通信協力会と横浜市 (以下「市」という)、およ

び支部と旭区 (以下「区」という) との協定、ならびに市または区の要請により、

非常災害時におけるアマチュア無線通信による災害および防災関連情報の収集、伝

達に協力することを目的とする。 
第4条 (事業) 

支部は、第 3 条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
(1) 市および区が行う防災訓練のうち、次の事項に協力する。 

(ア) アマチュア無線による通信連絡網の確保 
(イ) 非常無線通信訓練 

(2) 市及び区が行うアマチュア無線に関する業務並びに行事に協力する。 
(3) 市内ならびに区内の防災関係団体への、アマチュア無線による情報伝達手段の

提供または技術協力に関すること。 
(4) 会員に対する研修、技術向上、施設整備に関すること。 
(5) 区クラブ局による非常通信網の確保、また非常通信訓練など、その運用に関す

ること。 
(6) その他、目的達成に必要なこと。 

 

第3章 会員 
第5条 (会員の資格) 

(1) 入会手続、登録及び会員証、退会および資格の喪失は、横浜市アマチュア無線

非常通信協力会規約第 3 章による。 
(2) 入会手続き終了と共に、拠点クラブ構成員を兼ね、退会と共にその資格を失う。 

 ＊本部規約第３章は本規約最終ページ補足を参照 
第6条 (役員) 

支部に役員を置く。 
(1) 支部長 1 名 
(2) 副支部長 3 名以内 
(3) ブロック長 (各ブロックに 1 名) 
(4) 副ブロック長 (各ブロックに 1 名） 
(5) 事務局 3 名 (事務局長 1 名、事務局員 2 名) 以内 

第7条 (顧問・相談役） 

本会は顧問及び相談役をおくことができる。 
(1) 顧問及び相談役は本会の運営に関して、支部長の諮問に応じて支部役員会に出

席して意見をのべることができる。 
(2) 顧問及び相談役は支部長が役員会の承認を得て任命する。 

顧問及び相談役の任期は 2 年、あるいは次期役員選出の総会までの短い方とす

る。 
第8条 (役員の責務) 

支部の役員は支部の運営をつかさどり、その職務は、次のとおりとする。 
(1) 支部長は、支部を代表し会務を統括する。 
(2) 副支部長は、支部長を補佐し、支部長に事故のある時はその職務を代行する。 
(3) 事務局長は、会員への連絡及び情報の伝連ならび支部主管の会議開催運営の実

務を行い、事務局員はこれを補佐する。 
(4) ブロック長は、副支部長、事務局を補佐し、支部の担当ブロックに所属する会

員との連絡処理を行う。 



(5) 副ブロック長はブロック長が止むを得ず職務を遂行出来ない時は、それを代行

する。 
(6) 円滑な相互連絡が必要なため、役員は電子メールを使用出来ることが望まれる 

第9条 (役員の選出) 

役員の選出は次による。 
(1) 役員の選出は支部総会にて行う。 
(2) 支部長は役員の互選により行う。 
(3) その他の役員は、支部長が任命する。 

第10条 (役員の任期) 

役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 
(1) 役員は任期が満了しても後任者が就任するまでは引き続きその職務を行うも

のとする。 
(2) 補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

第4章 組織と運営 
第11条 (組織) 

区を 4 のブロックに分けて、支部の活動および会員の管理を行う。 
第12条 (会議） 

第13条 支部の会議は、支部総会、支部役員会その他必要な会議を支部長が召集す

る。(専門委員会) 

(1) この規約を施行するために必要な専門委員会を、役員会に置くことができる。 
(2) 前項 1 の各委員会の代表は、支部長が任命する。 

第14条 (支部総会の定数及び議決の方法) 

支部総会は全会員の２分の 1 以上の出席により成立する。但し、委任状をもって 
出席に変えることができる。 
(1) 支部総会の議決は、出席会員の過半数をもって決する。 
(2) 可否同数の時は、議長が決する。 

第15条 (役員会の定数及び議決の方法) 

(1) 役員会は全役員の半数以上の出席により成立する。但し、委任状をもって他の

出席役員に委任することができる。 役員会の議決は、出席役員の過半数をも

って決する。 
(2) 可否同数の時は、議長が決する。 

第16条 (活動） 

第 4 条の事業活動は、突発的な活動を除き、会員相互の協力により計画し実施され

なければならない。 
 

第5章 財産管理 
第17条 当会の収入は寄付金その他の収入によって構成する。会費は徴収しない。 

第18条 会計の承認、報告は、年 1回支部総会において行う。 

 
第6章 規約の改正 

第19条 (改正の手続き) 

この規約の改正は、支部総会において過半数により決する。 
 

第7章 雑則 
第20条 (施行細則) 

この規約を施行するために必要な事項は、支部役員会の議決を経て支部長が定める。 
変更の時も同様とする。 



附則 

この規約は平成 17 年 4 月 17 日から施行する。 
 
第 1 回改訂 平成 18 年 11 月 19 日 
第 2 回改訂 平成 19 年 4 月 22 日 
第 3 回改定 平成 20 年 4 月 20 日 
第 4 回改定 平成 25 年 4 月 21 日 
第 5 回改訂 平成 27 年 5 月 10 日 
第 6 回改訂 平成 29 年 5 月 14 日 
第 7 回改訂 令和 3 年 5 月 16 日 
第８回改訂 令和４年 5 月 1４日 

 
 
 
 

【補足】 
第３章 会員 
（退会及び 資格の喪失） 
第８条 （１）会員が退会するときは、ブロック長及び事務局長を経由して支部長に書面に 

より届け出なければならない。  
（２）会員は、次の各号に該当する場合は、その資格を失う。  

１．本人死亡のとき。  
２．第５条の資格を失ったとき。  
３．特段の事由なく旭区支部の事業に協力しないとき。  

（３） 会員は、次の各号に該当する場合、役員会の決議によって除名となる。  
なお、除名する場合には、事前に当該会員に対しその旨を通知し、 
かつ役員会において弁明する機会を与えなければならない。  

１．旭区支部の名誉を著しく毀損したとき。  
２．旭区支部の運営及び活動を妨げる行為をしたとき。 

 
以上 
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